
少子化の観点から結婚や子どもの法的保護等を巡
る現状と課題について考える研究会

～第６回研究会の論点等について～

資料１



第６回研究会のポイント

１

○本研究会は、2024年８月の設立後、ここまで５回の研究会を開催し、我が国における少

子化の現状と課題、我が国に求められる施策の方向性について分析・検討を行ってきた。

○今回は、報告書案と報告書のポイント案についての取りまとめの議論を行う。

○報告書案については、前回（第５回）研究会終了後に実施した各委員への意見照会の

結果と本研究会に関与いただいている有識者からの指摘事項等の反映状況をご報告する。

○ また、報告書案を簡潔にまとめた報告書のポイント案について、ご説明するとともに、取りまと

めに向けた議論を行う。
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１ 第５回研究会からの主な修正箇所①

２

① コラム「国や民間団体における議論の状況」に人口問題白書2025の内容を追記【19-

20p】

⃝ 「（２）民間の動向」において、2025年10月に発足した「未来を選択する会議」について

記載してきたところであるが、2026年3月に同会議から「人口問題白書2025」が公表され

たことからその内容を追記した。

⃝なお、同書には、人口動向やこれまでの国の政策の分析結果、同会議が独自に実施したア

ンケート調査結果、有識者の寄稿文等が掲載されている。

① コラム「国や民間団体における議論の状況」に人口問題白書2025の内容を追記【19-
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⃝ 「（２）民間の動向」において、2025年10月に発足した「未来を選択する会議」について

記載してきたところであるが、2026年3月に同会議から「人口問題白書2025」が公表され

たことからその内容を追記した。

⃝なお、同書には、人口動向やこれまでの国の政策の分析結果、同会議が独自に実施したア

ンケート調査結果、有識者の寄稿文等が掲載されている。



１－① 「人口問題白書2025」の記載内容の分析
とそれを踏まえた追記について
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記載内容の分析

⃝同書で示されている晩婚化・未婚化の進展、希望子ども数の減少、家事・育児負担の男

女差などといった論点は、本研究会の議論と共通している。

⃝同会議が実施した意識調査では、出生数減少の要因には、健康面への不安や固定的な

性別役割分担意識があり、特に若年層や女性の問題意識が高いとの結果が示された。

⃝ また、少子化対策における地方自治体の役割が重要であることや、子どもを社会全体で育

てることの重要性は世代共通の認識であるとの考察が示された。

分析を踏まえた追記

⃝真に実効性のある少子化対策の実施には、多様な主体による多角的なアプローチが重要

であり、全国知事会としても、民間セクターによる分析・提言を注視していく必要がある。
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⃝ また、少子化対策における地方自治体の役割が重要であることや、子どもを社会全体で育

てることの重要性は世代共通の認識であるとの考察が示された。

分析を踏まえた追記

⃝真に実効性のある少子化対策の実施には、多様な主体による多角的なアプローチが重要

であり、全国知事会としても、民間セクターによる分析・提言を注視していく必要がある。



１ 第５回研究会からの主な修正箇所②
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② 第５回研究会出席有識者の発言を踏まえた追記【109ｐ,113ｐ】

⃝第５回研究会において、国立社会保障・人口問題研究所の岩澤氏から報告書素案に対

する講評として以下の事項へも目配りが必要である旨が示された。

ア 家族の多様化を踏まえた、父親の養育責任の明確化の必要性

イ 若者の結婚・出産に対する意欲の低下に対応した新たなアイデアの必要性

ウ 子育て支援を次世代への人的投資として広く行き渡るものとして説明することの重要性

⃝これらの趣旨を踏まえ、「６ 今後解決していくべき課題」及び「７ 結び」に所要の追記を

行った。

② 第５回研究会出席有識者の発言を踏まえた追記【109ｐ,113ｐ】

⃝第５回研究会において、国立社会保障・人口問題研究所の岩澤氏から報告書素案に対

する講評として以下の事項へも目配りが必要である旨が示された。

ア 家族の多様化を踏まえた、父親の養育責任の明確化の必要性

イ 若者の結婚・出産に対する意欲の低下に対応した新たなアイデアの必要性

ウ 子育て支援を次世代への人的投資として広く行き渡るものとして説明することの重要性

⃝これらの趣旨を踏まえ、「６ 今後解決していくべき課題」及び「７ 結び」に所要の追記を

行った。



１－② 第５回研究会出席有識者の発言を踏まえた追記
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ア 家族の多様化を踏まえた、父親の養育責任の明確化の必要性

⃝ フランスやスウェーデンを参考に多様な家族形態の下で育つ子どもが養育上不利とならない

よう、父親の養育責任をどのように明確化するかについて、検討を深める必要がある。

イ 若者の結婚・出産に対する意欲の低下に対応した新たなアイデアの必要性

⃝若者の結婚や出産に対する意欲の低下を踏まえ、若者が家族を持つ人生をイメージするこ

とができ、その上で安心して家族形成を選択できる環境を整える必要がある。

ウ 子育て支援を次世代への人的投資として広く行き渡るものとして説明することの重要性

⃝子育て支援が特定の世帯向けの施策ではなく、次世代への人的資本投資であり、社会全

体に広く還元されることについて、幅広い理解と合意形成を得る必要がある。
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⃝ フランスやスウェーデンを参考に多様な家族形態の下で育つ子どもが養育上不利とならない

よう、父親の養育責任をどのように明確化するかについて、検討を深める必要がある。

イ 若者の結婚・出産に対する意欲の低下に対応した新たなアイデアの必要性

⃝若者の結婚や出産に対する意欲の低下を踏まえ、若者が家族を持つ人生をイメージするこ

とができ、その上で安心して家族形成を選択できる環境を整える必要がある。

ウ 子育て支援を次世代への人的投資として広く行き渡るものとして説明することの重要性

⃝子育て支援が特定の世帯向けの施策ではなく、次世代への人的資本投資であり、社会全

体に広く還元されることについて、幅広い理解と合意形成を得る必要がある。



２ 報告書のポイント案について
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趣旨

⃝本研究会は約２年間の長きに渡り、有識者との議論を交えながら多角的に我が国における

少子化の現状と課題について研究を行ってきた。

⃝この研究結果を丁寧に整理したことから、報告書案についても114頁と大部になっている。

⃝一方で研究内容を対外的に打ち出していくには、簡潔な説明資料の存在が不可欠である

ことから、報告書のポイント案を作成した。

構成

○研究会各回の議論を踏まえ、整理した「国として取り組むべき施策」を中心に取りまとめ。

○研究会における議論の概要や理解を深めるための数値・データを参考資料として整理。
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⃝この研究結果を丁寧に整理したことから、報告書案についても114頁と大部になっている。

⃝一方で研究内容を対外的に打ち出していくには、簡潔な説明資料の存在が不可欠である
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